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９ 月 定 例 会

　
決
算
審
査
意
見 　
　
　
　
　
　
　
　

　
決
算
の
意
義

代
表
監
査
委
員
　
薄　
井　
憲　
一

監
査
委
員
　
松　
崎　
法　
通

　
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
と
も
黒
字
決
算
と
な
り
健
全

財
政
を
堅
持
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
前
年
度
比

13
・
４
％
に
あ
た
る
５
億
６
２
３
９
万
円
の
増
額
と
な
っ

た
。
コ
ス
モ
ス
荘
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工

事
の
事
業
費
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

◎
ポ
イ
ン
ト

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
は
前
年
度
比
２
２
１
％
の
４
１

８
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
町
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
寄
付
応
援
者
の
増
加
に
尽
力
願
い
た
い
。

　
地
域
交
通
最
適
化
に
向
け
た
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
化
社
会
で
ま
す
ま
す
バ
ス
の
利
用
者
が
増
え
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
十
分
に
検
討
し
、
交
通
網
の
整

備
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
議
会
が
決
め
た
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と

も
に
、
行
政
効
果
を
住
民
に
代

わ
っ
て
評
価
す
る
も
の
。

（
議
員
必
携
よ
り
）

防災行政無線デジタル化改修工事

台風19号災害復旧工事

地方債（18.3％）
９億４１４万円

町税（10.6％）
５億２,００４万円

譲与税等（3.8％）
１億８,６３６万円

使用料等（0.7％）
3,226万円

その他（2.1％）
1億２８９万円

国県支出金（11.7％）
５億７,６８８万円

地方交付税（42.2％）
２０億８,００９万円

繰入金（6.4％）
３億１,６２７万円

歳入合計
49億2,756万円

繰越金（4.2％）
２億８６３万円

　
９
月
定
例
会
は
９
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
、
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
や
国
保
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
追
加

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
議
案
を
含
む
25
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

令和元年度決算を認定
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防災無線デジタル化工事など

介護事業所「コスモス荘」整備事業

森林再生事業

商工費（1.3％）
６,３６３万円

総務費（12.4％）
５億８,９８３万円

農林水産業費（13.4％）
６億３,７１１万円

消防費（7.5％）
３億５,８６４万円

労働費（0.0％）０.1万円

議会費（1.6％）
７,６３８万円

災害復旧費（0.8％）
３,８９５万円

公債費（11.9％）
５億６,９３６万円

土木費（10.8％）
５億１,３９６万円

民生費（23.5％）
１１億１,７２０万円

教育費（10.6％）
５億３６１万円

歳出合計
47億4,774万円

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額） 採決の結果

一　般　会　計 ４９億２，７５６万円 ４７億４，７７４万円 ３，４４２万円 認定（１０対１）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ５億６，５６３万円 ５億４，００５万円 ４，２２５万円 認定（全員賛成）
簡 易 水 道 ８，６７０万円 ６，９４５万円 １９２万円 認定（７対４）
農業集落排水事業 ８，９０６万円 ８，７５６万円 ３１３万円 認定（１０対１）
林業集落排水事業 １，８２１万円 １，７７３万円 ０万円 認定（１０対１）
介  護  保  険 ７億６，９４３万円 ７億３，５００万円 ３８７万円 認定（全員賛成）
後 期 高 齢 者 医 療 ５，６５６万円 ５，６３７万円 １７万円 認定（全員賛成）
宅 地 造 成 事 業 ３，６００万円 ０万円 ０万円 認定（全員賛成）
合　　計 ６５億４，９１５万円 ６２億５，３９０万円 ８，５７６万円
前 年 対 比 108.8% 108.4% 92.4%

各
会
計
の
決
算
状
況
と
採
決
結
果

衛生費（5.8％）
２億７,９０７万円
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決算認定審議
　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
は
歳
入
49
億
２
７
５

６
万
円
、
歳
出
は
47
億
４
７
７
４
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
１
億
７
９
８
２
万
円

と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の
財
源
８
１
０

９
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
９
８
７
３

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
古
殿
町

一
般
会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

町
産
財
を
使
っ
た
住
宅
建
築
へ
の
補
助
金

Q 

補
助
金
の
活
用
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
も
広
が
る
見
込
み
は
あ
る
か
。

A 

昨
年
度
の
実
績
は
９
件
、
４
３
５
万
円
で
し
た
。

今
年
度
も
申
請
が
あ
る
の
で
、
需
要
は
見
込
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。

や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ
の
維
持
管
理
費

Q 

平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
の
維
持
経
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

A 

平
成
30
年
度
は
９
２
８
万
２
千
円
。
令
和
元
年

度
は
９
６
１
万
５
千
円
。
33
万
円
増
え
て
い
る
理
由

は
、
30
年
度
は
設
備
に
１
年
間
の
保
証
が
あ
り
ま
し

た
が
、
元
年
度
は
保
証
が
切
れ
た
た
め
、
そ
の
委
託

料
分
で
す
。

定
住
促
進
対
策
補
助
金

Q 

補
助
金
２
４
５
万
円
の
内
容
は
。

A 

町
外
か
ら
古
殿
町
に
移
住
し
、
新
規
で
住
宅
を

取
得
さ
れ
る
方
へ
の
補
助
金
で
す
。

芝
山
展
望
台
建
て
替
え

Q 

芝
山
自
然
公
園
展
望
台
建
て
替
え
の
実
施
主
体

と
負
担
割
合
は
。

A 

い
わ
き
市
の
三
和
町
地
域
振
興
協
議
会
が
実
施

主
体
で
、
総
事
業
費
は
１
２
２
０
万
８
千
円
。
負
担

割
合
は
、
古
殿
町
と
平
田
村
が
１
０
０
万
円
ず
つ
、

い
わ
き
市
が
５
０
７
万
５
千
円
。
他
に
県
か
ら
の
補

助
金
が
５
０
０
万
円
程
度
つ
い
て
お
り
ま
す
。

疑
質

　
当
初
予
算
の
段
階
で
増
税
を
前
提
と
し
て
組

ま
れ
る
予
算
に
は
反
対
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
ま
す
ま
す
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
住
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、
消
費

税
増
税
を
後
押
し
し
た
予
算
が
執
行
さ
れ
た
認

定
に
は
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
歳
入
・
歳
出
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
予

算
お
よ
び
補
正
予
算
で
議
決
さ
れ
た
予
算
の
決

算
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
中
で
実
質

収
支
は
黒
字
で
あ
り
、
引
き
続
き
所
要
の
財
源

確
保
と
効
率
的
な
財
政
運
営
、
経
費
の
節
減
等

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

論
討

賛
成 

１０

反
対 

1

採
決

可
決

新しくなった芝山展望台
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賛　成

鈴木
松崎
佐藤（弘）
矢内
佐藤（一）
木戸
佐川

反対

常盤
野崎
藁谷
岡部

令
和
元
年
度
古
殿
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

審
議
議
案

　
水
道
管
布
設
の
要
望
に
対
し
、
昨
年
度
中
の
改

善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
平
・
平
等
な
行
政

執
行
並
び
に
住
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
執
行
が
行
わ

れ
て
い
な
い
観
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。

野
崎
喜
彦 

議
員

反
対

　
実
質
収
支
も
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
簡
易
水
道

事
業
の
適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
考
え
賛

成
し
ま
す
。 佐

藤
弘
信 

議
員

賛
成 論

討

賛
成 

７

反
対 

４

採
決

可
決

Q 
要
望
が
あ
っ
た
鎌
田
明
内
地
区
の
水
道
管
布
設

の
話
し
合
い
の
結
果
、
何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
状
況
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

A 

先
に
町
の
指
定
業
者
か
ら
給
水
管
を
入
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。

疑
質

令
和
元
年
度
古
殿
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

令
和
元
年
度
古
殿
町
林
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

審
議
議
案

審
議
議
案

　
当
初
予
算
の
段
階
で
消
費
税
の
条
例
改
正
に
反

対
し
て
お
り
ま
す
。
消
費
税
導
入
に
よ
っ
て
加
入
者

の
負
担
が
増
え
る
も
の
と
思
い
こ
の
認
定
に
は
反
対

し
ま
す
。

　
当
初
予
算
の
段
階
で
消
費
税
が
条
例
の
改
正
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
提
案
は
反
対
し
て
お
り
ま
す
。
消

費
税
の
導
入
に
よ
り
負
担
が
増
え
る
と
い
う
観
点
か

ら
こ
の
認
定
に
は
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
実
質
収
支
も
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
の
適

正
な
運
営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
考
え
、
賛
成
し
ま

す
。

　
実
質
収
支
も
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
の
適

正
な
運
営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
考
え
、
賛
成
し
ま

す
。

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

論
討

論
討

賛
成 
10

反
対 
１

採
決

可
決

賛
成 

10

反
対 

１

採
決

可
決

Q 

昨
年
の
消
費
税
改
正
に
よ
っ
て
10
月
か
ら
の
消

費
税
10
％
の
税
金
を
加
入
者
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る

か
。A 

昨
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
分
は
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

Q 

こ
の
消
費
税
は
、
使
用
料
・
手
数
料
の
観
点
か

ら
国
に
納
め
る
必
要
の
な
い
も
の
と
思
う
が
、
国
に

納
め
る
の
か
。

A 

納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

疑
質

令和元年度会計
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提
出
し
た
意
見
書

◎‌�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
発
議
者
　
佐　
藤　
弘　
信　
議
員

　
　
賛
成
者
　
矢　
内　
泰　
吉　
議
員

外
５
名

◎‌�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
　
発
議
者
　
佐　
藤　
弘　
信　
議
員

　
　
賛
成
者
　
野　
崎　
喜　
彦　
議
員

 

全
員
賛
成

採
決

可
決

 

全
員
賛
成

採
決

可
決

 

全
員
賛
成

採
決

可
決

Q 

県
補
助
金
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事
業

補
助
金
は
直
接
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
い
く
の
か
。

A 

町
一
般
会
計
を
通
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の

補
助
と
な
り
ま
す
。

Q 

古
殿
町
に
と
っ
て
財
政
調
整
基
金
10
億
は
妥
当

な
金
額
と
考
え
る
か
。

A 

町
の
将
来
負
担
率
の
算
定
に
も
入
る
の
で
、
適

正
な
金
額
と
考
え
ま
す
。

Q 

宅
地
造
成
事
業
繰
出
金
１
億
３
７
９
万
９
千
円

は
、
今
回
の
整
備
に
か
か
る
一
切
の
経
費
か
。

A 

一
切
の
経
費
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
８
２
６
万
４
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
67
憶
３
９
２
２
万
３
千
円
と
す
る

も
の
。
主
な
歳
入
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
国
の

２
次
補
正
分
１
億
９
７
６
８
万
６
千
円
、
歳
出
は
ふ

る
ど
の
エ
ー
ル
商
品
券
事
業
、
大
網
庵
の
ワ
―
ケ
ー

シ
ョ
ン
環
境
整
備
等
の
計
１
億
２
６
１
万
４
千
円
な

ど
。

Q 

給
食
セ
ン
タ
ー
環
境
改
善
の
た
め
の
設
備
導
入
経

費
３
４
７
万
２
千
円
の
内
容
は
。

A 

業
務
を
委
託
し
て
い
る
鮫
川
村
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
、
洗
濯
乾
燥
機
、
蛇
口
の

自
動
水
栓
化
な
ど
を
新
規
ま
た
は
更
新
し
て
衛
生
を
強

化
す
る
も
の
で
す
。

Q 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
土
地
（
旧
鎌
田
小
跡
地
）
は

無
償
譲
渡
で
は
な
く
賃
貸
借
に
な
る
の
か
。

A 

町
と
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。Q 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
範
囲
は
ど
こ

ま
で
を
想
定
し
て
い
る
か
。

A 

子
供
向
け
の
助
成
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
ま
す
が

対
象
範
囲
は
検
討
中
で
す
。

疑
質 審

議
議
案

令
和
２
年
度
古
殿
町

一
般
会
計
第
４
次
補
正
予
算

可決した主な議案等

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

阿久津　華子　氏
住所　竹貫字上町
任期　令和６年12月15日

鈴木　一美　氏
住所　松川字大原
任期　令和５年12月31日
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全
員
賛
成

採
決

可
決

追 加 議 案 審 議

追
加
議
案

普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン　
１
台

　
契
約
金
額　
６
１
４
万
４
６
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
石
川
郡
石
川
町
字
草
倉
田
71
番
地
の
９

　
　
株
式
会
社　
南
東
北
ク
ボ
タ

　
　
石
川
営
業
所
所
長　
大
谷　
直
樹

Q 

使
用
目
的
・
使
用
形
態
は
。

A 

大
豆
の
収
穫
に
使
用
す
る
の
が
主
な
目
的
で
す
。

Q 

蕎
麦
の
収
穫
に
も
使
用
で
き
る
か
。

A 

蕎
麦
も
収
穫
す
る
形
を
取
る
こ
と
は
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

古
殿
町
介
護
事
業
所「
コ
ス
モ
ス
荘
」建
築
工
事

契
約
金
額　
変
更
前　
６
億
５
０
０
万
円

�

変
更
後　
６
億
１
６
０
６
万
５
０
０
円

変
更
理
由　
設
計
変
更
に
よ
る

契
約
の
相
手
方

　
石
川
郡
石
川
町
字
当
町
１
２
８
番
地
１

　
藤
田
建
設
工
業　
株
式
会
社

　
石
川
営
業
所
所
長　
藤
田　
昇

Q 

変
更
に
つ
い
て
は
全
く
町
に
非
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
が
、
現
時
点
の
町
長
の
考
え
は
。

A 

議
員
と
同
じ
思
い
で
す
。
そ
の
思
い
の
中
で
今
後

と
も
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道
路
改
良
工
事
町
道
竹
貫
田
い
わ
き
線

　
契
約
金
額　
７
４
５
８
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
古
殿
町
大
字
山
上
字
宮
前
17
番
地

　
　
株
式
会
社　
三
森
建
設

　
　
代
表
取
締
役　
三
森　
理
有

Q 

今
回
の
工
事
で
こ
の
線
は
完
了
す
る
の
か
。

A 

来
年
度
の
舗
装
を
も
っ
て
完
了
と
な
り
ま
す
。

Q 

舗
装
を
含
め
て
ト
ー
タ
ル
い
く
ら
か
か
る
か
。

A 

平
成
23
年
度
か
ら
の
事
業
で
、
総
工
事
費
５
億
４

０
０
０
万
円
の
予
定
で
す
。

審
議
議
案

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

審
議
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
工
事
の
変
更
に
つ
い
て
は
町
の
責
任
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
６
月
か
ら
３
ヶ
月
に
渡
り
工
事
が
止

ま
っ
て
お
り
、
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
一
定
の
責
任
は

町
に
あ
っ
て
然
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
責
任
の
所
在

を
明
確
に
し
た
上
で
審
議
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

反
対
し
ま
す
。 野

崎
喜
彦 

議
員

反
対 論

討

　
設
計
変
更
に
よ
る
増
額
分
の
負
担
等
に
つ
い
て

は
町
と
し
て
強
い
姿
勢
で
設
計
業
者
と
今
後
協
議
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
は

現
場
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
賛
成
し
ま
す
。

佐
藤
弘
信 

議
員

賛
成

　
現
在
の
コ
ス
モ
ス
荘
の
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
町
の
拠
点
と
な
る

施
設
で
あ
り
ま
す
。
一
刻
も
早
く
完
成
さ
せ
て
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
し

ま
す
。

鈴
木　
隆 

議
員

賛
成

　
設
計
業
者
が
非
を
認
め
相
応
の
負
担
を
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
今
後
、
町
当
局
と
設
計
業
者
と
の

や
り
取
り
の
中
で
相
手
方
の
非
を
１
０
０
％
認
め
さ

せ
、
施
設
の
早
期
の
完
成
と
良
質
な
施
設
に
な
る
よ

う
願
っ
て
賛
成
し
ま
す
。

松
崎
法
通 

議
員

賛
成

　
こ
の
契
約
変
更
は
設
計
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
建
物
に
つ
い
て
は
早
期
に
完
成
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

矢
内
泰
吉 

議
員

賛
成

賛　成

鈴木
松崎
佐藤（弘）
矢内
佐藤（一）
佐川

反対

常盤
野崎
藁谷
岡部
木戸

賛
成 

６

反
対 

５

採
決

可
決

 

全
員
賛
成

採
決

可
決

審
議
議
案

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て
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※�算入率は、返還金の一部が交付税として入って
くる割合を示したものです。100％の場合は国が
全額負担をするということです。

辺地対策事業債　２億１５０万円の発行
※年度末残高９億１, ２０１万円
算入率８０％

町債 57億5,473万円

収入未済８，５７６万円

積立基金 28億5,823万円
運用基金  ２億2,494万円

過疎対策事業債　２億２,２２０万円の発行
※年度末残高２９億９，２５０万円
算入率７０％

臨時財政対策債　８, ０６４万円の発行
※年度末残高１２億２，３０９万円
算入率１００％

一般単独事業債（緊急防災・減災害事業債等）
　３億４, ３６０万円の発行
※年度末現在高５億３２０万円
算入率７０％

継続
公開

わが町の
貯金と借金

税
金
･
使
用
料

�
の
滞
納
額

※�借入金は元金です。

一般会計分

主な内容

主な内容

財政調整基金　９億９,３６８万円
※７，２７３万円の減
不足した財源の補てんに使われます

奨学資金貸付基金　７,１４１万円
※５０万円の増
奨学資金の貸与に使われます

※�基金とは、特定の目的のために財産を維持し、
資金を積み立てる（積立基金）、定額の資金
を運用するために設けられる資金（運用資
金）です。

運用基金

積立基金
主な内容

町税
（町民税・固定資産税・軽自動車税）

 2,514万円

住宅使用料

 830万円

国民健康保険税

 4,225万円

介護保険料

 387万円
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福島第一原発合同視察
　
総
務
常
任
委
員
会
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
９
月
14
日
に
、
廃
炉
関
係
・
汚
染
水
対
策
の

進
捗
状
況
調
査
の
た
め
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
合
同
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
は
、
15
日
に
請
願
１
件
を
審
議
し
、
採
択
し
ま
し
た
。

第一原発の現状・課題の説明を受ける

原子炉建屋２・３号機外観の見学

増え続ける処理水のタンク

常任委員会の活動
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９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
２
次
）
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
、
宅
地
造
成
事
業
や
コ
ス
モ
ス
荘
、
高
齢
者
居
住
施
設
整

備
事
業
、
大
東
銀
行
に
役
場
庁
舎
の
一
部
を
賃
貸
す
る
件
、
こ
ど
も
園
法
面

工
事
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ス
モ
ス
荘
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
梁
と
天

井
が
干
渉
し
、
エ
ア
コ
ン
や
換
気
扇
の
ダ
ク
ト
を

抜
く
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
柱
を
延
ば
す
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、
設
計
業
者
・
工
事
請

負
業
者
・
監
理
業
者
に
説
明
を
求
め
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全 員 協 議 会

工事内容に変更が生じたコスモス荘

９月11日

９月18日

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
町
民
１
人
５
千
円
の
商
品
券
配
布

　
米
・
山
菜
農
家
へ
の
支
援

　
感
染
症
予
防
対
策
事
業　
な
ど

　
新
規
事
業
１
３
，
４
５
２
万
円

宅
地
造
成
事
業

　
１
区
画
約
３
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル

　
14
区
画
を
計
画

高
齢
者
居
住
施
設
整
備
事
業

　
現
在
積
算
中
で
あ
り
、
積
算
が
終

わ
り
次
第
入
札
を
行
う
。

　
１
人
用
世
帯
10
部
屋

　
２
人
用
世
帯
２
部
屋　
を
予
定

コ
ス
モ
ス
荘
整
備
事
業

　
工
事
内
容
に
変
更
が
生
じ
、
今
議

会
に
追
加
議
案
を
提
出
予
定

役
場
庁
舎
の
一
部
賃
貸

　
大
東
銀
行
と
賃
貸
借
契
約
を
進
め

て
い
る
。
談
話
室
と
旧
喫
煙
室
の
場

所
を
賃
貸
予
定
。

こ
ど
も
園
法
面
工
事
事
業

　
計
画
し
て
い
た
法
勾
配
で
の
工
事

実
施
は
困
難
と
な
っ
た
た
め
町
有
地

内
で
の
設
計
を
検
討
。
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一
般
質
問

町政に
生かす

　
一
般
質
問
は
、
９
月
16
日
に
５
人
の
議
員
が
11
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を

要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

町の考えを
ただす

野崎　喜彦　議員 � ���������10
　⑴　災害発生時に対する対策・対応について
　⑵　町が独自に目指す地域活性化対策について

佐藤　弘信　議員 � ���������11
　⑴　防災対策について
　⑵　公共交通体系の構築について

佐川　勇司　議員 � ���������12
　⑴　現在、進行中の各事業の展開について

藁谷　直吉　議員 � ���������13
　⑴　蜂刺され事故防止の考えは
　⑵　農業機械による事故防止について
　⑶　図書館所蔵の書籍をデータ管理する考えは

岡部　淳一　議員 � ���������14
　⑴　現時点におけるコロナ対策・対応の問題点は
　⑵　大雨と台風などの予防対策の考え方と取り組み
　⑶　�コロナ禍の中、子どもたちの体や心の変化

と取り巻く状況

町政を質す

一 般 質 問一 般 質 問

町民の声を
伝える
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一 般 質 問一 般 質 問
　
近
年
の
自
然
災
害
は
、
梅

雨
時
期
か
ら
秋
に
か
け
て
毎

年
日
本
列
島
の
ど
こ
か
で
発

生
す
る
と
い
う
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
７
月
に
は

九
州
を
中
心
と
し
て
、
短
時

間
で
限
ら
れ
た
範
囲
に
大
雨

を
降
ら
せ
る
「
線
状
降
水

帯
」
に
よ
る
豪
雨
で
家
屋
の

流
出
や
倒
壊
、
そ
し
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
多

く
の
死
者
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
台
風
の
到
来
へ

の
対
応
に
迫
ら
れ
る
中
、
収

束
の
兆
し
さ
え
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も

町
が
独
自
に
目
指
す
地
域
活
性
化
対
策
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
総
額
５
千
万
円
を
販
売町長

含
め
人
命
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
万
全
な
対
策
・
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
崎　
昨
年
10
月
の
台
風
19

号
に
よ
る
被
害
復
旧
の
状
況
は
。

町
長　
工
事
件
数
は
46
件
で

発
注
済
み
が
39
件
で
未
発
注

が
７
件
。
竣
工
し
た
の
は
９

件
で
す
。

野
崎　
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
町
民
に
周
知
で
き
る
の
は

い
つ
か
。

町
長　
発
注
等
に
向
け
た
事

務
作
業
中
で
す
。

野
崎　
県
中
防
災
訓
練
が
中

止
と
な
っ
た
が
、
町
独
自
の
避

難
訓
練
の
予
定
は
な
い
の
か
。

町
長　
今
年
度
中
の
開
催
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
２
避
難
施
設
の
非
常

用
電
源
設
置
工
事
の
予
定
は
。

町
長　
年
明
け
の
工
事
発
注
。

早
期
に
竣
工
さ
せ
ま
す
。

野
崎　
台
風
19
号
の
襲
来
を

教
訓
と
し
た
「
地
域
防
災
計

画
」
の
見
直
し
は
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
を
含
め
見
直
し

中
で
す
。

野
崎　
「
避
難
指
示
一
本
化
」

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

は
。

町
長　
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
を
受
け
対
応
し
ま
す
。

野
崎　
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
の
対
応
は
。

町
長　
新
生
活
様
式
な
ど
の

徹
底
を
努
め
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
予

防
接
種
の
助
成
拡
充
と
幅
広

い
接
種
を
呼
び
か
け
ま
す
。

町の活性化の拠点として期待される道の駅

　
国
・
町
で
は
、
個
人
へ
の

現
金
給
付
や
プ
レ
ミ
ア
付
き

商
品
券
の
販
売
そ
し
て
、
教

育
現
場
へ
の
「
学
び
の
保
障
」

を
す
る
た
め
の
対
策
な
ど
、

景
気
低
迷
へ
の
下
支
え
策
や

教
育
環
境
の
確
保
な
ど
多
く

の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
個
人
消
費
の

落
ち
込
み
な
ど
に
よ
る
企
業

の
生
産
性
の
減
少
な
ど
、
最

悪
な
経
済
情
勢
の
中
で
、
町

政
の
財
政
力
の
低
下
も
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、
町
の
活
性
化

に
向
け
た
独
自
で
新
し
い
観

点
に
立
っ
た
行
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
崎　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
よ
る
町
財
政
へ
の

影
響
と
今
後
は
。

町
長　
町
税
等
の
減
収
な
ど

で
、
町
財
政
の
厳
し
さ
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

野
崎　
旧
保
育
所
跡
地
の
宅

地
造
成
の
現
状
と
今
後
は
。

町
長　
現
在
設
計
を
進
め
て

い
ま
す
。
販
売
計
画
は
検
討

中
で
す
。

野
崎　
「
道
の
駅
」
の
現
状

と
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

町
長　
用
地
取
得
及
び
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
、
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

野
崎　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
委
託
販
売
の
事
業
成
果

は
。

町
長　
総
額
５
千
万
円
分
の

商
品
券
の
販
売
で
、
経
済
面

に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
「
古
殿
町
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
認
定
制
度
」
の
内
容

と
実
績
及
び
現
状
は
。

町
長　
平
成
21
年
に
「
ミ
ニ

ト
マ
ト
」「
山
菜
」「
玉
ね

ぎ
」
等
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
学
校
教
育
の
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」
開
始
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

災
害
発
生
等
に
対
す
る
対
策
・
対
応
は

「
地
域
防
災
計
画
」
は
見
直
し
中

町
長

町
長　
10
月
中
に
は
タ
ブ
レッ

ト
を
小
中
学
校
に
配
置
し
、

今
後
授
業
が
可
能
な
環
境
を

整
え
ま
す
。

野
崎　
農
作
業
を
維
持
す
る

た
め
、
大
型
特
殊
免
許
取
得

の
支
援
へ
の
考
え
は
。

町
長　
助
成
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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台
風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
発

生
し
、
今
後
も
災
害
発
生
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
わ
が
町
で
も
、
豪
雨
・
土

砂
災
害
な
ど
の
危
険
度
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
危
険
箇
所

の
点
検
や
防
災
訓
練
な
ど
を

通
じ
、
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
の
防

災
・
避
難
対
策
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
台
風
19
号
の
被
災
箇

所
の
復
旧
状
況
は
。

町
長　
49
ヶ
所
の
被
災
箇
所

が
あ
り
、
発
注
済
が
39
件
で

41
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
対
象
で
す
。

佐
藤　
町
と
消
防
団
で
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、
目

的
は
何
か
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
対
応

し
た
避
難
所
設
営
の
実
践
、

職
員
の
対
応
方
法
の
習
熟
、

関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

佐
藤　
今
年
度
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
が
、
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

町
長　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
見

や
す
い
よ
う
に
、
ペ
ー
パ
ー

で
早
い
時
期
に
配
り
ま
す
。

佐
藤　
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
を
設

置
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

町
長　
現
在
、
調
査
・
設
計

を
進
め
て
お
り
、
年
明
け
に

避難所設営訓練（間仕切り設営）の様子

移動に福祉バスを利用される方々

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
状
況
は

早
い
時
期
に
ペ
ー
パ
ー
で
配
布
し
ま
す

町
長

工
事
を
発
注
し
、
早
期
に
竣

工
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

佐
藤　
避
難
・
誘
導
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

町
長　
防
災
行
政
無
線
に
よ

り
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

を
行
い
、
避
難
所
等
に
避
難

し
て
頂
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
為
、
避
難
所

以
外
の
「
親
戚
・
知
人
宅
」

「
在
宅
避
難
」「
車
中
泊
」
な

ど
分
散
し
て
避
難
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
、
移
動
手

段
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
町

民
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
・
充

実
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課

題
で
す
。

　
町
で
は
、
地
域
交
通
最
適

化
に
向
け
た
業
務
を
委
託
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
か
伺
い
ま
す

佐
藤　
公
共
交
通
体
系
の
現

況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て

い
る
か
。

町
長　
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
構
造
が
変

公
共
交
通
体
系
の
構
築
構
想
は

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
見
直
し
が
必
要

町
長

化
し
て
お
り
、
様
々
な
部
分

で
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
方
向
性
は
、
利
用
者
の
規

模
や
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
交

通
手
段
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

佐
藤　
令
和
元
年
度
の
委
託

内
容
は
。
ま
た
成
果
は
。

町
長　

土
地
の
利
用
状
況
、

人
口
分
布
や
構
成
、
将
来
人

口
、
移
動
実
態
の
調
査
や
ア

ン
ケ
ー
ト
、
路
線
バ
ス
や
福

祉
バ
ス
の
実
態
調
査
を
し
ま

し
た
。

佐
藤　
令
和
２
年
度
の
委
託

内
容
は
。

町
長　
調
査
結
果
を
も
と
に

必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
、
具

体
的
な
交
通
体
系
の
見
直
し

案
の
提
案
を
委
託
し
て
い
ま

す
。

佐
藤　
こ
の
事
業
は
今
後
委

託
し
た
成
果
を
も
と
に
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

町
長　
関
係
機
関
と
の
調
整

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
企
業
を
含
め
た
会
議
体

を
構
成
し
て
、
見
直
し
案
に

つ
い
て
協
議
し
、
必
要
な
手

続
き
を
経
た
う
え
で
公
共
交

通
体
系
の
構
築
を
進
め
ま
す
。
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佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
町
内
外
か
ら
人
が
集
ま
り

常
に
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
各
事
業
が
年
度

を
超
え
、
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
町
民
は
、
大
き
な
望

み
と
期
待
感
が
増
す
ば
か
り

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
町
の

顔
に
な
る
道
の
駅
構
想
を
始

め
、
移
住
定
住
促
進
政
策
の

一
環
で
あ
る
宅
地
分
譲
事
業

コ
ス
モ
ス
荘
や
高
齢
者
居
住

施
設
等
の
福
祉
事
業
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
な
ど
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
展
開
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
確
認
の
た
め
、

次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

佐
川　
町
活
性
の
拠
点
と
し

て
期
待
が
か
か
る
新
た
な
道

の
駅
整
備
計
画
は
、
ど
の
よ

う
な
展
開
か
。

町
長　
道
の
駅
拡
張
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
、
地

元
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
用
地
取

得
及
び
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
、
事
業
を
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
川　
移
住
定
住
促
進
政
策

の
一
環
で
も
あ
る
宅
地
分
譲

整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開

か
。

町
長　
現
在
区
画
割
等
の
設

計
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

今
後
、
設
計
か
ら
積
算
・
発

注
と
進
め
て
い
く
考
え
で
、

今
回
の
議
会
に
お
い
て
補
正

予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
所
で
す
。
販
売
計
画
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
中

で
あ
り
ま
す
。

佐
川　
コ
ス
モ
ス
荘
の
整
備

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る
ほ

か
設
計
変
更
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
議
会
に
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
の
追
加
議
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
議
決
を
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
で
き
る
限

り
早
期
に
竣
工
さ
せ
る
べ
く

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

佐
川　
高
齢
者
居
住
施
設
の

展
開
と
利
用
時
期
は
。

町
長　

現
在
積
算
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
積
算
終
了
次

第
、
速
や
か
に
建
築
工
事
の

入
札
を
実
施
し
、
早
期
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

使
用
料
な
ど
の
入
居
条
件
に

つ
い
て
も
整
理
を
進
め
、
早

期
に
申
し
込
み
出
来
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

宅
地
分
譲
販
売
計
画
を
急
げ

現
在
検
討
中
で
す

町
長

佐
川　
論
田
小
跡
地
利
用
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
展
開
は
。

町
長　
現
在
、
当
該
企
業
が

現
地
の
地
質
調
査
等
を
行
い

発
電
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
同
時
に
土
地
等
の
賃
貸

借
契
約
等
の
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

宅地分譲予定地の旧保育跡地

整備進行中の『コスモス荘』
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藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
古
殿
町
は
中
山
間
地
で
あ

り
、
毎
年
、
田
畑
、
遊
休
農

地
、
山
林
な
ど
を
肩
に
掛
け

る
草
刈
り
機
な
ど
で
草
刈
り

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
草
刈

り
を
行
っ
て
い
る
時
に
、
蜂

に
刺
さ
れ
、
重
篤
に
な
り
、

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
入
院
す

る
方
が
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
を
質
問

し
ま
す
。

藁
谷　
過
去
５
年
間
、
蜂
に

刺
さ
れ
救
急
車
で
病
院
に
搬

送
さ
れ
た
町
民
は
い
る
の
か
。

町
長　
５
年
間
で
14
人
の
方

が
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

藁
谷　
今
後
、
町
と
し
て
蜂

刺
さ
れ
防
止
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　
蜂
駆
除
用
防
護
服
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
駆
除
専
門
業
者
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
平
均
年
齢
は
67
歳

と
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
古
殿
町
は
中
山

間
地
で
あ
り
、
山
林
の
刈
り

払
い
、
樹
木
を
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
伐
採
、
田
畑
、
遊
休

農
地
の
法
面
な
ど
を
草
刈
り

機
械
で
草
刈
り
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
農
作
業
の
中
心
的

な
農
業
機
械
は
、
乗
用
ト
ラ

ク
タ
ー
で
あ
り
、
高
齢
者
が

ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
操
作
し

農
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

農作業機をけん引する農耕用トラクター

蜂
刺
さ
れ
事
故
防
止
の
考
え
は

蜂
用
防
護
服
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

町
長

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
防
止
に
つ
い
て

事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

町
長

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

藁
谷　
町
に
登
録
し
て
い
る

小
型
特
殊
自
動
車
は
何
台
か
。

町
長　
２
９
７
台
、
そ
の
他

の
小
型
特
殊
自
動
車
が
28
台

で
す
。

藁
谷　
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
な
ど
の
事
故
防
止
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
過
去
に
は
、
刈
払
機

及
び
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
技
術

講
習
会
の
受
講
費
の
補
助
を

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

受
講
者
が
減
少
し
た
た
め
、

現
在
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

藁
谷　
安
全
フ
レ
ー
ム
装
着

の
無
い
ト
ラ
ク
タ
ー
が
農
作

業
、
後
部
に
農
耕
用
ト
レ
ー

ラ
ー
に
け
ん
引
し
て
公
道
を

走
行
し
て
い
る
が
事
故
防
止

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
関
係
機
関
、
各
種
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
故

防
止
に
係
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
今
、
国
は
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
収
束
化
に
色
々
な
施
策

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
感

染
者
が
第
二
波
と
思
わ
れ
、

国
内
や
県
内
で
は
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、

様
々
な
施
策
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
３
密
回
避
に
よ
り

図
書
館
利
用
が
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
図
書
館
利
用
向
上

の
行
政
支
援
と
職
員
を
コ
ロ

ナ
感
染
か
ら
防
ぎ
、
職
務
軽

減
の
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

図
書
館
の
本
を
デ
ー
タ
管
理
す
る
考
え
は

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

町
長

藁
谷　
図
書
館
所
蔵
の
書
籍

を
デ
ー
タ
管
理
す
る
考
え
は
。

町
長　
す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

藁
谷　
コ
ロ
ナ
禍
の
３
密
回

避
か
ら
パ
ソ
コ
ン
（
ス
マ
ホ
、

携
帯
電
話
）
な
ど
で
書
籍
を

借
り
入
れ
す
る
考
え
は
。

町
長　
導
入
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

藁
谷　
小
中
学
校
等
に
配
置

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は

学
校
教
育
以
外
に
活
用
は
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　
学
校
教
育
以
外
で
の

活
用
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
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一 般 質 問一 般 質 問
　
昨
年
の
台
風
災
害
は
、
現

在
工
事
中
の
所
も
多
く
、
今

後
に
対
策
・
対
応
を
残
し
て

お
り
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
時

期
と
な
り
非
常
に
心
配
で
す
。

ま
た
も
や
災
害
が
発
生
す
る

か
の
よ
う
な
気
象
報
道
も
出

始
め
る
中
、
大
雨
・
台
風
へ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

岡
部　
昨
年
度
台
風
被
害
工

事
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。

町
長　
全
体
で
49
の
被
災
箇

所
で
工
事
件
数
は
46
件
。
46

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
ど

も
園
、
小
中
学
校
、
児
童
ク

ラ
ブ
で
の
対
応
は
、
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
今
後
も
続

き
ま
す
。
今
後
に
向
け
て
の

考
え
方
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
、
児

童
ク
ラ
ブ
で
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
何
か
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の

体
と
心
の
変
化
は

保
護
者
と
情
報
共
有
を
図
り
、

新
し
い
生
活
様
式
を
実
践

教
育
長

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
い ち

 議員

・「�

現
時
点
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
対
策
・
対
応
の

問
題
点
は
」
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問

大
雨
と
台
風
の
予
防
対
策
と
取
り
組
み
は

避
難
所
・
感
染
症
対
策
用
品
の
整
備
を
急
ぐ

町
長

件
の
内
、
発
注
済
み
39
件
、

未
発
注
７
件
で
す
。
資
材
の

入
荷
遅
れ
で
施
工
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

岡
部　
河
川
の
越
水
対
策
で

進
め
ら
れ
た
の
は
何
か
。

町
長　

河
川
の
堆
砂
除
去
、

護
岸
の
嵩
上
げ
な
ど
で
す
。

岡
部　
二
次
被
害
を
防
ぐ
対

策
は
。

町
長　
災
害
復
旧
は
二
次
災

害
防
止
ま
で
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

岡
部　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

で
き
た
の
か
。

町
長　
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
が
、
よ
り
見
や
す

く
紙
の
形
で
配
布
し
ま
す
。

現
在
、
発
注
に
向
け
事
務
作

業
中
で
早
め
に
配
布
し
ま
す
。

岡
部　

避
難
所
と
備
え
は
、

ぬ
か
り
な
く
手
配
済
み
か
。

町
長　
避
難
設
営
に
支
障
が

な
い
よ
う
必
要
な
手
配
を
し

て
い
ま
す
。

岡
部　
高
齢
者
、
障
が
い
者

子
ど
も
た
ち
へ
の
特
段
の
配

慮
は
、
手
配
済
み
か
。

町
長　
寝
起
き
の
負
担
を
軽

減
す
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

手
配
中
で
す
。
要
支
援
者
に

つ
い
て
は
、
福
祉
避
難
所
と

し
て
指
定
し
て
い
る
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
す
。

岡
部　
今
後
必
要
な
防
災
対

策
は
。

町
長　
当
面
の
対
策
と
し
て

避
難
所
用
品
、
感
染
症
対
策

用
品
の
整
備
が
急
務
で
す
。

教
育
長　
小
中
学
校
は
、
新

し
い
生
活
様
式
に
基
づ
き
、

換
気
と
消
毒
、
検
温
、
マ
ス

ク
着
用
、
手
洗
い
、
離
れ
て

座
る
な
ど
を
実
践
。
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
行
事
は
中
止
や

内
容
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
は

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
の

実
施
と
声
か
け
、
ハ
ン
カ
チ

の
持
参
。
密
を
避
け
る
お
や

つ
や
給
食
、
マ
ス
ク
は
熱
中

症
に
な
ら
な
い
程
度
に
着
用

す
る
こ
と
で
す
。

岡
部　
園
活
動
、
小
中
学
校

の
生
活
、
学
習
活
動
、
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
す
ご
し
方
な
ど

の
動
向
認
識
は
。

教
育
長　
園
児
の
健
康
状
態

に
つ
い
て
保
護
者
と
十
分
な

連
絡
を
と
り
、
小
中
学
校
で

は
、
各
委
員
会
で
情
報
の
共

有
、
保
護
者
へ
の
情
報
発
信

な
ど
。
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
声

か
け
、
健
康
状
態
の
把
握
を

し
て
い
ま
す
。

岡
部　
学
校
再
開
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
は
実
施
し
た
か
。

教
育
長　
中
学
校
で
コ
ロ
ナ

禍
で
の
不
安
や
悩
み
、
い
じ

め
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
小
学
校
は
今
後
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

岡
部　
県
や
国
に
望
む
こ
と

は
あ
る
か
。

教
育
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応

し
た
20
～
30
人
学
級
に
し
、

児
童
生
徒
支
援
の
た
め
に
教

員
の
増
員
を
希
望
し
ま
す
。

岡
部　
こ
ど
も
園
、
児
童
ク

ラ
ブ
は
休
み
な
く
継
続
さ
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
長　
こ
ど
も
園
は
３
日

間
の
休
み
、
児
童
ク
ラ
ブ
は

休
む
こ
と
な
く
運
営
し
て
い

ま
す
。

避難所用テントと段ボールベッド
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Q　令和２年３月一般質問から

旧保育所跡地「宅地造成事業」テーマ

A　町長答弁

　旧保育所跡地における宅地造成事業の進捗状況は。

　�現在、測量設計業務を実施しておりますが、来年
度（令和２年度）に繰越になります。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.51

14区画（１区画310㎡程度）分譲予定
９月補正で宅地造成工事費１億２百万円を予算化

その後の
対　　応

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

町の活性化に
つながるね！
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＊�会社設立の歴史と組織を教えてください。

＊�豊国酒造とは。

＊�酒造りにおけるコンセプトは何ですか。

＜創業・創設＞　江戸天保年間（1830年代）創業、昭和31年12月設立
＜代 表 者＞　矢内定紀（代表社員）
＜社 員 数＞　６名（男性４名、女性２名）、冬季地元雇用５名

　創業以来受け継がれてきた伝統と格式を重視した
『東豊国』。そして、「伝統・格式＋モダン」のコン
セプトのもと、2011年より新たに創られた『一歩
己』という２つの銘柄を軸に“伝統・格式の継承と、
現代嗜好への融合”を掲げ、江戸時代の天保年間に
創業し200年以上にわたって酒造りを行っています。

　『地元の自然の中で生まれ、そこに集う人の手で育ち、そしてそこに暮らす人々に愛される』“地
酒として当たり前”という思い。
　地元の農家さんが手塩にかけて育ててくれたお米を原料に、地元から湧き出る阿武隈山系の伏流
水でお酒を仕込む。全国を見渡せば、もっと酒造りに向いた原料があるかもしれませんが、それは
“酒造り”に適した原料であって、私どもが考える“地酒造り”では、地の水、米が最高の“地酒”
を生み出すと考えています。
　また、機械による効率化・大量生産を
追い求めるのではなく、人の手が行き届
く酒造りを行っています。その日の気
温・湿度、米の出来によるわずかな違い
を五感で感じ取り、自然と対峙し、受け
入れ、活かすことで、この地でしか醸し
だせない“地酒の味”を生み出します。
　“自然の恩恵を活かす”“人の手で醸
す”“暮らしに寄り添う”この３つのこ
だわりを持ち、酒造りに取り組んできた
からこそ、これまで約200年、この地の
“地酒”であれたのだと思います。
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議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.１

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

12月上旬

初回紹介するのは、「豊国酒造合資会社」 さんです。 

専務・コンセプトを語る

豊国酒造合資会社


